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（
東
北
支
部
）

令
和
３
年
度
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
に
出
展

　

建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど

の
展
示
会「
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
」が
令
和
３
年
６

月
２
日
〜
３
日
の
２
日
間
、
仙
台
市
の
夢

メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。30

回
目
を
迎
え
た
本
年
は
９
９
０
０
人
の
来

場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
展

示
に
６
６
０
０
人
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
年
も
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
は
ブ
ー
ス

出
展
し
、「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
Ｕ
コ

ン
ポ
橋
」と
題
し
て
、模
型
や
パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

香
川
高
等
専
門
学
校
へ

Ｐ
Ｃ
板
と
ゴ
ム
支
承
を
寄
贈

　

令
和
３
年
５
月
21
日
に
Ｐ
Ｃ
建
協
四
国

支
部
は
Ｐ
Ｃ
教
育
の
学
校
支
援
の
一
環
と

し
て
、
香
川
県
高
松
市
の
香
川
高
等
専
門

学
校
に
Ｐ
Ｃ
板
５
枚
、
お
よ
び
東
京
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
工
業
㈱
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た

橋
梁
用
ゴ
ム
支
承
５
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。こ
れ
は
同
校
か
ら
の
Ｐ
Ｃ
教
材
の

提
供
依
頼
に
応
え
た
も
の
で
す
。同
校
で

の
Ｐ
Ｃ
教
育
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

③
生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

④
Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

・
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提

案
・
交
渉
方
式
の
更
な
る
発
注
要
請

・
地
方
自
治
体
支
援
要
請

⑤
Ｐ
Ｃ
建
築（
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築
）の

　

推
進

・
庁
舎
計
画
に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

・
防
災
施
設（
人
工
地
盤
、避
難
タ
ワ
ー

等
）に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

褒
章
・
受
賞

● 

令
和
３
年
春
の
褒
章

　

黄
綬
褒
章　

藤
田 

公
康 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
保
全
補
修
委
員
会
副

委
員
長
で
あ
る
、
藤
田
公
康
極
東
興
和
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
㈱
ビ
ー
ア
ー
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
が
、
令

和
３
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
社
業
の
発

展
な
ら
び
に
業
界
団
体
の
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
に
対
し
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

♯005Ｐ
Ｃ
建
協
第
９
回
定
時
総
会
を
開
催

　

令
和
３
年
５
月
20
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

第
９
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。定

時
総
会
後
の
記
者
発
表
で
は
、「
令
和
２
年

度
の
受
注
状
況
と
今
後
の
見
通
し
」、「
発

注
機
関
と
の
意
見
交
換
会（
令
和
３
年
度
）

の
取
組
み
」、「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
推
進
へ
の
取
組
み
」、「
安
全
へ
の

取
組
み
」、「
建
築
へ
の
取
組
み
」に
つ
い
て

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

第
26
回
参
議
院
選
挙
に

足
立
敏
之
参
議
院
議
員
を
推
薦

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
第
26
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
お
け
る
建
設
業
界
の
職
域
代
表

候
補
と
し
て
足
立
敏
之
議
員
を
推
薦
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
第
９
回
定
時
総
会
後
に

開
催
し
た
手
交
式
に
て
、
大
野
達
也
会
長

が
足
立
議
員
に
推
薦
状
を
手
交
し
ま
し
た
。

発
注
者
と
の
意
見
交
換
会
が
始
ま
る

　

令
和
３
年
７
月
20
日
開
催
の
沖
縄
総

合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
皮
切
り
に
、

全
国
の
発
注
者（
国
土
交
通
省
道
路
局
、
各

地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、高
速
道
路

㈱
、（
独
）鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
）
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。沖

縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

《
Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
の
提
案
》

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

・
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

確
保

・
中
長
期
的
な
事
業
計
画
の
公
表

②
働
き
方
改
革
の
推
進

・
総
労
働
時
間
の
削
減

▲ PC建協定時総会の様子

▲ 手交式の様子

● 

令
和
２
年
度
土
木
学
会

　

吉
田
賞　

二
羽 

淳
一
郎 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
技
術
委
員
会
副
委
員

長
で
あ
る
、
二
羽
淳
一
郎
東
京
工
業
大
学

名
誉
教
授
が
、
土
木
学
会
吉
田
賞
の
研
究

業
績
部
門
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の

せ
ん
断
耐
荷
機
構
の
解
明
と
性
能
向
上
に

関
す
る
研
究
」、
お
よ
び
論
文
部
門「
圧
縮

フ
ラ
ン
ジ
の
抵
抗
力
を
考
慮
し
た
Ｔ
形
Ｒ

Ｃ
は
り
の
せ
ん
断
耐
力
の
評
価
方
法
」
に

お
い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
28
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を
開
催

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
「
第
28
回
Ｐ
Ｃ
建

築
技
術
講
習
会
」が
、令
和
３
年
６
月
11
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
参
加
登
録
者
数
は
、
９
１
３
人
で

し
た
。各
講
習
の
演
題
（
建
築
物
）
と
講
師

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
宮
古
島
市
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー

㈲
ア
ト
リ
エ
・
門
口　

砂
川
佳
久

②
川
口
市
新
庁
舎
Ⅰ
期
棟

㈱
山
下
設
計　

加
藤
光
、曽
根
拓
也

③
北
区
立
田
端
中
学
校

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
Ｋ
＆
Ｈ
㈱　

渡
邉
祐
宏
、

㈱
Ｋ
Ａ
Ｐ　

萩
生
田
秀
之

④
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

㈱
梓
設
計　

松
浦
厚
、土
生
達
哉

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
を

開
催

　

令
和
３
年
７
月
15
日
に
「
令
和
３
年
度

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。前
回
に
続
い
て
Ｐ
Ｃ
建
協
会

議
室
か
ら
の
ラ
イ
ブ
動
画
配
信
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
」の
改
訂
〜

平
成
29
年
道
路
橋
示
方
書
へ
の
対
応
〜

②
撤
去
橋
梁
を
用
い
た
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
補

修
補
強
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
共
同

研
究
の
成
果
報
告

③
新
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
品
質
・
信
頼
性
向
上
方

法
の
構
築
に
関
す
る
共
同
研
究
の
中
間

報
告

④
一
般
公
開
用
橋
梁
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て

⑤
緊
張
防
護
板
の
検
討
実
験
の
結
果
に
つ

い
て

⑥
建
築
物
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
活
用
事

例
〜
構
造
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
Ｐ
Ｃ

ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
適
用
例
〜

　

そ
の
後
、松
田
和
香
氏（（
一
財
）日
本
み

ち
研
究
所
研
究
理
事
）に
よ
り「『
女
性
』が

特
別
に
な
ら
な
い
業
界
へ
」
と
題
し
た
特

別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
書
籍
の
紹
介

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
特
に
学
生
や
若
い
技
術

者
を
対
象
と
し
た
書
籍
「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ

橋
の
設
計
〜
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ

Ｃ
単
純
ス
ラ
ブ
橋
〜
」を
、こ
の
ほ
ど
発
刊

し
ま
し
た
。「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計

シ
リ
ー
ズ
」の
第
２
弾
で
、「
Ｈ
29
道
路
橋

示
方
書
・
同
解
説 

Ⅲ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
編
」
を
中
心
と
す
る

Ｐ
Ｃ
橋
設
計
の
基
本
事
項
、
お
よ
び
一
通

り
の
設
計
手
順
に
対
す
る
理
解
が
進
む
よ

う
に
、
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
単
純

ス
ラ
ブ
橋
の
設
計
例
の
解
説
を
中
心
に
実

習
形
式
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

書
籍
の
詳
細
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
建
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pcken.or.jp/activit

ies/publicinfo/

▲ 沖縄総合事務局との意見交換会の様子

▲ 藤田公康 極東興和㈱代表
    取締役社長、㈱ビーアール
   ホールディングス代表取締
    役社長
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（
東
北
支
部
）

令
和
３
年
度
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
に
出
展

　

建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど

の
展
示
会「
Ｅ
Ｅ
東
北
’21
」が
令
和
３
年
６

月
２
日
〜
３
日
の
２
日
間
、
仙
台
市
の
夢

メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。30

回
目
を
迎
え
た
本
年
は
９
９
０
０
人
の
来

場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
展

示
に
６
６
０
０
人
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
年
も
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
は
ブ
ー
ス

出
展
し
、「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
Ｕ
コ

ン
ポ
橋
」と
題
し
て
、模
型
や
パ
ネ
ル
な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

香
川
高
等
専
門
学
校
へ

Ｐ
Ｃ
板
と
ゴ
ム
支
承
を
寄
贈

　

令
和
３
年
５
月
21
日
に
Ｐ
Ｃ
建
協
四
国

支
部
は
Ｐ
Ｃ
教
育
の
学
校
支
援
の
一
環
と

し
て
、
香
川
県
高
松
市
の
香
川
高
等
専
門

学
校
に
Ｐ
Ｃ
板
５
枚
、
お
よ
び
東
京
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
工
業
㈱
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た

橋
梁
用
ゴ
ム
支
承
５
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま

し
た
。こ
れ
は
同
校
か
ら
の
Ｐ
Ｃ
教
材
の

提
供
依
頼
に
応
え
た
も
の
で
す
。同
校
で

の
Ｐ
Ｃ
教
育
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

③
生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

④
Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

・
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提

案
・
交
渉
方
式
の
更
な
る
発
注
要
請

・
地
方
自
治
体
支
援
要
請

⑤
Ｐ
Ｃ
建
築（
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築
）の

　

推
進

・
庁
舎
計
画
に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

・
防
災
施
設（
人
工
地
盤
、避
難
タ
ワ
ー

等
）に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

褒
章
・
受
賞

● 

令
和
３
年
春
の
褒
章

　

黄
綬
褒
章　

藤
田 

公
康 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
保
全
補
修
委
員
会
副

委
員
長
で
あ
る
、
藤
田
公
康
極
東
興
和
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
㈱
ビ
ー
ア
ー
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
が
、
令

和
３
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
社
業
の
発

展
な
ら
び
に
業
界
団
体
の
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
に
対
し
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
第
９
回
定
時
総
会
を
開
催

　

令
和
３
年
５
月
20
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

第
９
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。定

時
総
会
後
の
記
者
発
表
で
は
、「
令
和
２
年

度
の
受
注
状
況
と
今
後
の
見
通
し
」、「
発

注
機
関
と
の
意
見
交
換
会（
令
和
３
年
度
）

の
取
組
み
」、「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
推
進
へ
の
取
組
み
」、「
安
全
へ
の

取
組
み
」、「
建
築
へ
の
取
組
み
」に
つ
い
て

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

第
26
回
参
議
院
選
挙
に

足
立
敏
之
参
議
院
議
員
を
推
薦

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
第
26
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
お
け
る
建
設
業
界
の
職
域
代
表

候
補
と
し
て
足
立
敏
之
議
員
を
推
薦
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
第
９
回
定
時
総
会
後
に

開
催
し
た
手
交
式
に
て
、
大
野
達
也
会
長

が
足
立
議
員
に
推
薦
状
を
手
交
し
ま
し
た
。

発
注
者
と
の
意
見
交
換
会
が
始
ま
る

　

令
和
３
年
７
月
20
日
開
催
の
沖
縄
総

合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
皮
切
り
に
、

全
国
の
発
注
者（
国
土
交
通
省
道
路
局
、
各

地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、高
速
道
路

㈱
、（
独
）鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
）
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。沖

縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

《
Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
の
提
案
》

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

・
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

確
保

・
中
長
期
的
な
事
業
計
画
の
公
表

②
働
き
方
改
革
の
推
進

・
総
労
働
時
間
の
削
減

● 
令
和
２
年
度
土
木
学
会

　

吉
田
賞　

二
羽 

淳
一
郎 

理
事

　

Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
、
技
術
委
員
会
副
委
員

長
で
あ
る
、
二
羽
淳
一
郎
東
京
工
業
大
学

名
誉
教
授
が
、
土
木
学
会
吉
田
賞
の
研
究

業
績
部
門
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の

せ
ん
断
耐
荷
機
構
の
解
明
と
性
能
向
上
に

関
す
る
研
究
」、
お
よ
び
論
文
部
門「
圧
縮

フ
ラ
ン
ジ
の
抵
抗
力
を
考
慮
し
た
Ｔ
形
Ｒ

Ｃ
は
り
の
せ
ん
断
耐
力
の
評
価
方
法
」
に

お
い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
28
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を
開
催

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
「
第
28
回
Ｐ
Ｃ
建

築
技
術
講
習
会
」が
、令
和
３
年
６
月
11
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
参
加
登
録
者
数
は
、
９
１
３
人
で

し
た
。各
講
習
の
演
題
（
建
築
物
）
と
講
師

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
宮
古
島
市
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー

㈲
ア
ト
リ
エ
・
門
口　

砂
川
佳
久

②
川
口
市
新
庁
舎
Ⅰ
期
棟

㈱
山
下
設
計　

加
藤
光
、曽
根
拓
也

③
北
区
立
田
端
中
学
校

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
Ｋ
＆
Ｈ
㈱　

渡
邉
祐
宏
、

㈱
Ｋ
Ａ
Ｐ　

萩
生
田
秀
之

④
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

㈱
梓
設
計　

松
浦
厚
、土
生
達
哉

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
を

開
催

　

令
和
３
年
７
月
15
日
に
「
令
和
３
年
度

第
11
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。前
回
に
続
い
て
Ｐ
Ｃ
建
協
会

議
室
か
ら
の
ラ
イ
ブ
動
画
配
信
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
」の
改
訂
〜

平
成
29
年
道
路
橋
示
方
書
へ
の
対
応
〜

②
撤
去
橋
梁
を
用
い
た
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
補

修
補
強
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
共
同

研
究
の
成
果
報
告

③
新
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
品
質
・
信
頼
性
向
上
方

法
の
構
築
に
関
す
る
共
同
研
究
の
中
間

報
告

④
一
般
公
開
用
橋
梁
Ｄ
Ｂ
に
つ
い
て

⑤
緊
張
防
護
板
の
検
討
実
験
の
結
果
に
つ

い
て

⑥
建
築
物
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
活
用
事

例
〜
構
造
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
Ｐ
Ｃ

ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
適
用
例
〜

　

そ
の
後
、松
田
和
香
氏（（
一
財
）日
本
み

ち
研
究
所
研
究
理
事
）に
よ
り「『
女
性
』が

特
別
に
な
ら
な
い
業
界
へ
」
と
題
し
た
特

別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
書
籍
の
紹
介

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
特
に
学
生
や
若
い
技
術

者
を
対
象
と
し
た
書
籍
「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ

橋
の
設
計
〜
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ

Ｃ
単
純
ス
ラ
ブ
橋
〜
」を
、こ
の
ほ
ど
発
刊

し
ま
し
た
。「
や
さ
し
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計

シ
リ
ー
ズ
」の
第
２
弾
で
、「
Ｈ
29
道
路
橋

示
方
書
・
同
解
説 

Ⅲ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
編
」
を
中
心
と
す
る

Ｐ
Ｃ
橋
設
計
の
基
本
事
項
、
お
よ
び
一
通

り
の
設
計
手
順
に
対
す
る
理
解
が
進
む
よ

う
に
、
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
単
純

ス
ラ
ブ
橋
の
設
計
例
の
解
説
を
中
心
に
実

習
形
式
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

書
籍
の
詳
細
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
建
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pcken.or.jp/activit

ies/publicinfo/

▲ 二羽淳一郎 東京工業大学
    名誉教授

▲ やさしいPC橋の設計～プレテンション
　 方式PC単純スラブ橋～
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各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
３
年
５
月
27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
金
沢

支
社
の
社
内
技
術
講
習
会
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
の
職
員
20
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
橋
の
保

全
補
修
に
関
す
る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
Ｐ
Ｃ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
P
C
構
造

物
の
計
画
・
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
お

よ
び
積
算
を
網
羅
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）

の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
の
概
要
と
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の

調
査
補
修
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
青
森
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー　

青
森

県
橋
梁
技
術
研
修
会　

県
市
町
村
土

木
技
術
職
員
35
人　

・
新
潟
県
新
潟
市
役
所　

令
和
３
年
度

新
潟
市
職
員
研
修
（
橋
梁
ワ
ー
キ
ン

グ
）　

市
職
員
21
人

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
３
年
７
月
14
日
と
28
日
の
２
回
に

わ
た
り
、
北
見
工
業
大
学
工
学
部
地
域
未

来
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
お
よ
び
地
球
環
境
工

学
科
の
３
年
生
１
０
５
人
を
対
象
に
「
Ｐ

Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開

催
し
ま
し
た
。例
年「
北
海
道
土
木
技
術
会

コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
委
員
会
」
と
の
共
催

で
、
道
内
５
大
学
・
２
高
専
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
も
そ

の
一
環
で
、Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
Ｐ
Ｃ
技
術
を

用
い
た
構
造
物
の
紹
介
、
道
内
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
３
年
６
月
25
日
、
東
京
電
機
大
学

理
工
学
部
建
築
・
都
市
環
境
学
系
の
３
年

生
63
人
を
対
象
に「
Ｐ
Ｃ
講
座
」と
題
し
た

講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、Ｐ
Ｃ
橋
の
種
類
や
架
設
・

施
工
方
法
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た

構
造
物
、
補
修
・
補
強
の
技
術
紹
介
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
３
年
６
月
14
日
、
明
石
工
業
高
等

専
門
学
校
の
４
年
生
39
人
に
社
会
基
盤
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
習
の
一
コ
マ
と
し
て
「
Ｐ

Ｃ
特
別
講
義
」を
実
施
し
ま
し
た
。講
義
で

は
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
Ｐ
Ｃ
業
界
、Ｐ
Ｃ
企
業
の

業
務
内
容
の
紹
介
や
Ｐ
Ｃ
の
基
本
的
な
説

▲ 明石工業高等専門学校での講義の様子

明
を
行
い
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
７
月
15
日
、
岡
山
大
学
工
学

部
環
境
・
都
市
基
盤
系
都
市
環
境
創
成

コ
ー
ス
の
３
年
生
40
人
を
対
象
に
「
Ｐ
Ｃ

概
論
講
座
」を
実
施
し
ま
し
た
。講
義
で
は

Ｐ
Ｃ
部
材
の
曲
げ
応
力
度
の
計
算
、
組
立

式
模
型
を
使
っ
て
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
の
模
擬

体
験
、Ｐ
Ｃ
板
の
上
を
飛
び
跳
ね
て
プ
レ

ス
ト
レ
ス
力
に
よ
る
復
元
力
を
体
験
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
３
年
６
月
16
日
と
23
日
の
２
回
に

わ
た
り
、九
州
大
学
工
学
研
究
院
の
１
、２

年
生
35
人
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
Ｐ
Ｃ
技
術
の
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
礎
や
設
計
、
施
工
、

維
持
管
理
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
３
年
３
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

開催日 支部名 学校名
５月18・21日、7月12・27日
５月27日
６月８日
６月16日
６月17日
７月２日
７月６日
７月７日
７月16日
７月19日
７月19日
７月19・26日

関東
関西
関東
北陸
関東
北陸
北陸
関東
九州
九州
九州
九州

日本大学生産工学部
神戸大学工学部
足利大学工学部
福井工業大学工学部
東京都市大学建築都市デザイン学部
富山大学
長岡技術科学大学環境社会基盤工学課程
東洋大学理工学部
宮崎大学工学部
九州工業大学工学研究院建設社会工学研究系
琉球大学工学部
佐賀大学理工学部



49  　PCプレス　2021 ／ Sept. ／ Vol.026

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
中
部
支
部
）

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道
（
名
古
屋
西

Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
飛
鳥
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）　
開
通

▲ 福岡県道高田山川線バイパス　今福陸橋

▲ 名古屋第二環状自動車道 飛鳥村木場区間

　

令
和
３
年
５
月
１
日
に
名
古
屋
第
二
環

状
自
動
車
道（
名
二
環
）の
名
古
屋
西
Ｊ
Ｃ

Ｔ
〜
飛
鳥
Ｊ
Ｃ
Ｔ（
延
長
12
・
２
㎞
）が
開

通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
名
二
環（
総
延

長
54
・
３
㎞
）は
全
線
開
通
と
な
り
、物
流

効
率
化
や
防
災
力
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

（
九
州
支
部
）

福
岡
県
道
高
田
山
川
線
バ
イ
パ
ス　
開
通

　

令
和
３
年
３
月
30
日
に
福
岡
県
み
や
ま

市
の
福
岡
県
道
高
田
山
川
線
バ
イ
パ
ス

（
延
長
７
３
０
ｍ
）が
開
通
し
ま
し
た
。

　

今
福
陸
橋
で
の
開
通
式
に
は
自
治
体
関

係
者
な
ど
が
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

渡
り
初
め
な
ど
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・
三
陸
沿
岸
道
路 

田
野
畑
道
路
（
田
野

畑
南
〜
尾
肝
要
）

•
東
北
中
央
自
動
車
道
（
霊
山
Ｉ
Ｃ
〜

伊
達
桑
折
Ｉ
Ｃ
）

•
常
磐
自
動
車
道
（
い
わ
き
中
央
Ｉ
Ｃ

〜
広
野
Ｉ
Ｃ
）４
車
線
化

•
国
道
４
１
５
号
富
山
東
バ
イ
パ
ス

（
富
山
市
森
〜
下
飯
野
地
内
）

•
福
岡
高
速
６
号
線
・
臨
港
道
路
ア
イ

ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
３
号
線
（
香
椎
浜
Ｊ

Ｃ
Ｔ
〜
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
）

第
30
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ
（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
形
式
）

　
（
公
社
）プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
は
令
和
３
年
10
月
21
日
と
22
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、「
第
30
回
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
催
し
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
学
術
・
技
術
に
関

す
る
価
値
あ
る
情
報
を
講
演
者
と
参
加
者

が
共
有
し
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
北
海
道
函
館
市
の
函
館
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、技
術
展
示
、技
術
紹
介
、閉

会
式
、懇
親
会
、現
地
見
学
会
は
本
年
も
中

止
と
な
り
ま
す
。　

　

詳
細
は（
公
社
）プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jpci.or.jp/
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勝野 源基、 岡本 修一、 直井 秀市、 関地 正幸、 武内 涼太朗、 坂田 貴俊

編集幹事会

　前回の「PCのニューフェイスたち」のご紹介から１年が経ちました。残念ながらコロナ禍は続いており、未だルポは断念せざるを得ない状況にあります
が、明るいニュースとして、日本における本格的なポストテンション方式PC橋梁の先駆けであります信楽高原鐵道(しがらきこうげんてつどう)の第一大戸川
橋梁が令和３年8月に国の重要文化財に指定されました。これを受け、東日本旅客鉄道㈱ 構造技術センター顧問の石橋様に特別寄稿を頂きました。第一
大戸川橋梁から続くPC技術発展の成果というべき令和２年度に誕生した「PCのニューフェイスたち」を厳選し今回も19作品を紹介しております。本号を通
してPC技術やPC構造物の素晴らしさと歴史を感じて頂けますと、私たち編集関係者も嬉しく思います。
　最後に、PCプレス vol.003とvol.006の記事“PC今昔”に、特別寄稿文中で紹介されています仁杉 巌様と菅原 操様に直接伺ったお話を掲載しておりま
すので、PC建協ホームページのバックナンバーをご覧になり併せてお楽しみ願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡本）
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